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【目的】貯蔵リンゴ果実のp. expansumによる腐敗には、キシラン分解酵素が重要な働きを
ｰ

していると推定されている。本菌は少なくとも２種のキシラナーゼと２種のキシロシダー

ゼを産生するが、すでに電気泳動的に均一なまでに精製されているキシラナーゼについて、

活性に及ぼす因子や基質特異性等の酵素化学的性質を中心に検討した。
【方法】供試菌株は、30℃において2  % フスマを炭素源とする培地を用いて培養し、その

培養ろ液より、前報a) に従って精製酵素を調製した。キシラナーゼの活性は､キシランを

基質にし、反応により生じた還元糖を3,6-ジニトロフタル酸法によって定量して測定した。

【結果】精製された２種のキシラナーゼ（X- にX-l| ）の分子量と等電点の間には、X- ｜ の

21kD、pi 9. 2とX- || の40kD、pi 4. 3 と著しい差が認められた。X- Iの活性はl fliMのca^ ≒
Fë 、Ni'≒Zn ¨ によって２～３倍に賦活化されたが、これらの金属イオンによってX- II
の活性は阻害された。X- ｜ は、キシランに作用して少量のキシロースを含むキシロトリオ

ースを中心としたキシロオリゴ糖を生成したが、X- II の反応生成物はキシロースとキシロ

ビオースが主体であった。両酵素は、いずれもキシロビオースには作用しなかった。X- ｜
はキシロトリオースに作用して、キシロースとキシロビオースを生成したが、このほかに

少量のキシロテトラオースも生成するといった、糖転移活性のあることが示唆された。一

方、X- II は、キシロトリオースをほぼ完全にキシロースとキシロビオースに分解した。

a）大野ら：　日本生物工学会大会講演要旨集,   p. 192   (1998）｡
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〔目的〕米の利用法の一つとして，フレーバーが良好な低アルコール濃度の米粉糖化発酵

液の調製を試みてきている。その条件に近い酵母をケフィア中に見出し，Kluyveromyces

marxianusと同定し,  K．mαrxianus HU-1と呼ぶことにした。米粉糖化液を培地とした場合，

その発酵性が清酒酵母のSaccharomyces cerevisiae IAM 4512 とはかなり異なっていた。本研

究では，それがKmarxianus HU-1 に特有な挙動なのかどうか,  K.marxianusの基準菌株等と
も比較しながら，糖化液培養中の特徴について検討を進めることとした。

〔方法〕上新粉10  ％懸濁液を調製し，糊化後，糖化用酵素（天野製薬製）を添加し,  55

～56 °Cで糖化反応を行い，糖化液を調製した。調製糖化液にK.marxianus HU-1, IAM 12491,

IAM 4985 およびS.cerevisiae IAM 4512 をそれぞれ接種し，30 °cで静置および振盟培養を行
い，経時的に生育度を測定した。また，必要に応じて糖化液培養中の残存糖量，生菌数，

菌体重量，酸度および有機酸等を測定した。

〔結果〕Kmarxiat
4512 よりも生育度は低いが，振盟培養においては逆に高くなり，培養法に関わらず，糖

の消費が少ないという特徴を有した。試験した２種の 尺marxian,sもほぼ同様の傾向が認

められ，生育度の高い振盟培養の残存糖量が多い場合もあったが，菌体重量は振盟培養の

方が大であった。また，酵母の代謝産物である発酵液中の有機酸はS.cerevisiae   IAM 4512

は培養法に関わらずコハク酸が最も多く検出されたのに対し,  K.marxianusでは，静置培
養で多く検出された酢酸，コハク酸は振鐙培養ではかなり減少した。
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